正課内教育および正課外活動における読書推進活動の展開－流通科学大学初年次科目「文章表現Ⅱ」の取り組み－ by 橋本 信子 & 桑原 桃音
流通科学大学 高等教育推進センター紀要 第 3号, 65-78 (2018) 
 
(2018年 1月 30日受理) 






 Reading Promotion Activities 
 in a Regular Subject and an Extracurricular Activity 
 
橋本信子*、桑原桃音† 




















                                                   
*流通科学大学商学部，〒651-2188神戸市西区学園西町 3-1 
†流通科学大学商学部，〒651-2188神戸市西区学園西町 3-1 





































 正課内教育および正課外活動における読書推進活動の展開―流通科学大学初年次科目「文章表現Ⅱ」の取り組み ― 67 
 
 








た。最優秀賞は逃したものの、優秀賞 2 名（3 名中）、佳作 5 名（7 名中）の受賞者を輩出するこ
とができた。なお、このコンテストは応募者の名前や所属を伏せて審査が行われる。筆者らも提
出後は一切関与していない。 
③ ②の書評で取り上げた「おすすめの一冊」の POP 等販促グッズの制作については、2017
年度はさらなる活用の場をつくることができた。「神戸新聞ブッククラブ（KBC）」に加盟する兵
庫県内各地の 10 書店において、学生の POP 作品を使ったブックフェアを開催することができた
のである。この企画は、2015 年以来、読書推進で連携している井戸書店（神戸市須磨区）・森忠
延氏の仲介で実現した。学生が作った 100 点ほどの POP を教員がまとめてデータで KBC に提供
し、KBC 加盟 10 社が投票で 10 点を選定した。10 作品は 2017 年 10 月から 11 月にかけて、10














らうことにした。最終的には、1 年生 4 名と、過去の受講生で 2017 年度の授業補助者（SA）を
務めた上級生 3 名（3 年生 1 名、2 年生 2 名）の 7 名が集まった。 





















る出版社が自社の Twitter や Facebook ページでフェアと学生の作品を好意的に取り上げたので
 
（写真１）KBC 加盟店での「KBC×流通科学大学「文章表現Ⅱ」コラボフェア」の様子。 
森井書房（姫路市）2017 年 11 月 「文章表現Ⅱ」チーム有志学生の撮影 










なお、このブックフェアに選ばれた作品 10 点と、のちの本学学園祭（11 月 11-12 日）での「文
章表現Ⅱ」主催 POP コンテストで得票数の高かった作品 5 点には、後日、賞状と副賞（図書カ























った正課外活動に参加した。そうした活動と授業での実践を 11 月 7-9 日、パシフィコ横浜で開
催された「第 19 回図書館総合展」で発表した。 
図書館総合展は、図書館に関する日本最大規模のイベントである。2017 年は 30,701 人が来場
した4)。「文章表現Ⅱ」チームが参加するのは 2016 年に続いて 2 回目である。 
2017 年度は、学生の活躍する機会を倍増した。ポスター発表は、「読書推進活動における授業
と図書館と書店の協働」「学生主体の読書推進活動」の 2 テーマで出展し（写真 2）、「第 2 回全国

























（写真 2）「図書館総合展」でのポスター発表の様子 2017 年 11 月 7 日橋本撮影 
 








（写真 3）図書館総合展「第 2 回全国学生協働サミットフォーラム『利用者と図書館の協働について考える』」
におけるプレゼンテーション「学生協働のネットワークづくり～タテのネットワーク」の様子 
2017 年 11 月 7 日橋本撮影 
 
（写真 4）図書館総合展「全国学生協働サミット特別セッション」でのプレゼンテーション「授業×図書館
×地域書店のコラボによる読書推進活動」の様子 2017 年 11 月 8 日橋本撮影 




































ある。6 月に募集開始、8 月に一次審査、11 月に最終審査というスケジュールである。一次審査



















「第 1 回ビブリオバトル」は 11 月 15 日、図書館ラーニングコモンズにおいて開催された。告
知の遅さから学生の観覧者は 8 名にとどまったが、教授会での告知が功を奏したのか 14 名の教



















2017 年秋から、読書に興味がある学生数名が月に 1 回の頻度で「読書会」を開いている（写





















（写真 5）読書会の様子。自分のおすすめ本を紹介する参加者。2017 年 11 月 22 日桑原撮影 
 



















































きている。また SA 自身にとっても学びを継続できる機会になっている。 
受講生の中からは、毎年、「SA になって授業に関わりたい」という希望者が現れている。2018






















































り組み ―」『流通科学大学 高等教育推進センター紀要』No.2（2017）49-60. 
2) 西川真理子、橋本信子、山下香、石黒太、藤田里実：『アカデミック・ライティングの基礎』（晃洋書房 2017） 





3) 現代書林 Facebook ページ https://www.facebook.com/gendaishorin/posts/1463564830405515 および 同社
公式 Twitter https://twitter.com/gendaishorin/status/935082600955129858?s=17 のいずれも 2017 年 11
月 27 日投稿による。（2017 年 12 月 15 日最終確認） 
4) 図書館総合展公式サイトによる発表。https://www.libraryfair.jp/ （2017 年 12 月 15 日最終確認） 
5) 第 1 回目は住野よる『君の膵臓を食べたい』（双葉文庫、2017）を、第 3回目はビブリオバトルの優勝本である
蒼月海里『幻想古書店で珈琲を』（ハルキ文庫、2017）を取り上げた。第 2回目は課題図書を決めるために各参
加者が 2～3冊の推薦本を紹介した。学生の参加者は第 1回が 3名（2 年生 2名、1年生 1名）、第 2 回が 6名（3
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